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研究領的

学号機隊隊、キ寺;ニj駁11然 e持続号室主主iま刻:歯舎に{伴う骨量訟の減少が銭的;こfL逢したことに基

く疾E裂である。その雪道主主iこはお言語iこ伴う骨量量減少に加えて遺伝、栄養、ライフスタ

イル、内分泌的要因など嫌々なiZSl予定、湾与していることがま口られている。これらは背

総菜造成の危険団子として担窪され沼々の因子が本症の発症にどのように詩言尽している

かについては種々の解析がなされてきた。しかしながら現実にはき援護交のおそ子会ミ様々な

待裁にしかも同時に関与しているにち定、培、わらず従来の研究は綴々の凶チにつ~新日主

主さえよ解析を行っているのみである，本紛交では、臼本人において大きな筒霊重でありす手

経路絞め危主主因子 (riskfactoけのひとつであるカルシウム不足iこ波宮する会今if.

1!1:'>まとくに、予号哲前燃の本目立裂によるカルメウム摂奴の効果の相違について検討する。 保

護童話号そ主義愛護とした鋒被度検徐そ主主if.1i守にき菱委主包受診した受診者のlongitudin品!なデー

タをもとに、カルシウム摂取の骨量に及ぼす影響について解析し、あわせて今後の問

題点について検討する。

方法

平成ヰ浮き芝定、ら}jZ成 5 年民主にかけてtþ票日tf議後続におけるf守護芝i~l/笈そ l 生Fーから 2

俸の隣綴号をあげて2@]叉喰珍した女体命令災後の対象とした。受殺害I'ま2群にわけられ、

総一燃は主主人紛争議議長ま銭安!受診する35オ以上のうち勾密度総定を君主製した女性、第二苦手

は地域01修習医事室主主iこ万詩人して活動中骨密度測定を希望した女f生であるc これらの対象

者につきぬ主1energy i(-ray absorptio冊etry(L unar社DPX)(DXAi去)にて、

L2-4B:vmをA-P v ie"で悦1:定した。 iliJ/定総菜の校定法主総…蔀atchedcontrolの
109-96%を正常若手、 110おぶ上を高密度:群、 90%米滋そ去三波書章、鈎…ヨ5%~を機界若手

と分類した3 それぞれの受診者ごとに綴l回おと資52総緩めL2…4BMD制定{[貨安
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比較し、この間に骨密度が低下したものの割合をもとめたο さらに栄養士または保健

婦が行った詳細な食事調査をもとに、骨密度測定時におけるカルンウム摂取量を算定

し、骨密度変化との関連を検討した。

結果

上記期間に2回骨密度測定をうけた女性は74名であった。これらの対象者を第 l回

目の測定値について骨密度判定基準をあてはめ 低密度群Cl7i9IJ)、正常群 (38例)、

高密度群(]9171]) の3群に分けた。さらに各群を l日カルシウム摂取量によって800mg

以土、 800-600mg、600mg以下の3群に層別し、それぞれの骨密度低下者率をもとめ

た。その結果、正常群においては800mg以上で'9.1%、800-600昭で30.8%、600mg以

下で64.3%、高密度群では同じく 0%、33.3%、70.0%とカルシウム摂取量が多い群

で骨密度減少者の割合が低かった。一方、このような関係は低密度群では認められず、

骨量減少者発生率は、 l日摂取カルシウム量800mg以上て、50.0%、800-600mgで62.5%、

600mg以下で20.0%であったっ

考察

保健所における骨健診がはたすべき最も大きな目的は要治療者の発見もさることな

がら、予防対策を講ずるべき対象を発見し、その指導を行うことである。 指導内容と

しては食事指導と運動指導がその中心となり、さらに食事指導においてはカルシウム

摂取を増進することに力点がおかれるひ今回の結果はカルシウム摂取を強化すること

により骨減少を防ぎうる群とそのような効果が得にくい群があることを示唆するο カ

ルνウム摂取をはじめとする骨粗影症予防策の効果は個々の骨密度さらには骨代謝状

況によって大きく左右されるものと考えられ、より効率的な予防対象者の選定や予防

法の選定には骨密度のi~11定のみならず、骨「に謝マーカーの活用なとやが必要であると臣、

われる。さらに骨密度判定基準についても目的により即するよう、改善していくべき

である。
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